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研究要旨 
血管腫・血管奇形・リンパ管腫・リンパ管腫症およびその関連疾患を対象とした研究を 
行うことを目的とした研究のうち、主としてリンパ管腫・リンパ管腫症の病理学的診断 
についてまとめた。このことで、適切な病理学的診断を行うことを可能とし、患者の診断・ 
治療に貢献することが期待される。 
 
 
 

Ａ．研究目的 

脈管疾患のうち、リンパ管疾患にはリン

パ管腫とリンパ管腫症及びその関連病変

があるが、それぞれの病態の異動、分類

は未だ混乱があり診断・治療を困難にし

ている。このため、血管腫・脈管奇形診

療ガイドライン作成にあたり、国際分類

との整合性を取りながらリンパ管異常症

の整理、分類を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究は、調査研究が主であること、ま

た、病理診断基準作成のために用いた病

理組織標本は手術などによって得られた

もので、研究対象に対して新たな侵襲を

加えることや遺伝子解析を行うことはな

く、本研究者が研究を行うにあたり、倫

理面の問題はなかった。 

 

Ｃ．研究結果 

平成２６年：血管腫・脈管奇形診療ガイ

ドラインにおける病理診断基準作成のた

め、リンパ管異常症症例の収集並びに診

断のレビューを行った。 

平成２７年：病理診断基準については総説

として記載することが班会議にて決定した

ため、これに応じた診断基準の作成を

International Society of Studying 

Vascular Anomaly (ISSVA)の分類に則した

ものとして行った。  

平成２８年：診療ガイドラインの最終化を

行った。 

 

Ｄ．考察 

リンパ管異常症の発症については未だ不明

な点が多い。病変が奇形であるということ

については概ね合意が得られているものの、

その用語については混乱している。今回、

リンパ管異常症の病理組織学的分類を国際

分類との照合の上おこなったことで、今後

整理が進むと考えられる。しかしながら、

診療現場では旧分類は存続する可能性があ

り、一層の啓蒙が必要と考えられる。 

 

Ｅ．結論 

当研究で行ったリンパ管異常症の病理診

断を整理、分類はこれまで混乱の多かっ

たこの分野の診断・治療技術の向上に資

するものと考えらえる。 
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Ｇ．知的所有権の出願・取得状況（予定

を含む） 

1 特許取得 

なし 

2 実用新案登録 

なし 

3 その他 
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